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1Abstract
　Two Cuifen（衰分） problems dealing with grain distribution contained in the book “Shu”
（数） had been left undeciphered.  
　In this paper, we decipher these problems by calculating conversion of grain, and discuss 
the fact that the method used in the “Shu” is also used in the “Suanshushu” （算数書） and is 
























































訳：米粟并。米 1 石と粟 1 石がある。合わせてこれらをたずさえる。問う、米、粟の持ち
主は各々幾らを取るべきか。答えにいう、米の持ち主は 1 石2 8―16 斗を取り、粟の持ち
主は7 8―16斗を取る。 
　 　術にいう、米10斗と 6 斗を置き、それらを合わせたものを法とする。 2 石を、置いた











米10斗：粟10斗＝米10斗：米 6 斗＝10：6 
の比率を得る。この比率10と 6 を合わせた16を法とする。これが「直（置）米十斗、六










































（八四） 以麥求米、三母倍實  










































と容積が 1―2 となるので、食10斗は米 5 斗になる。また算題［一］や『算数書』「米粟并」
題と同様に、粟10斗は米 6 斗になる。ゆえに、米・粟・食各10斗を米に換算して価値とし
ての比率を求めると 












































うとしたものである。単に 3 倍でなく 6 倍としたのは、『算数書』「少広」題14）に「下有三分、
以一爲六」とあり、これに倣ったためであろう。『数』に同一の簡は見つかっていないが、
「下有四分」など類題は多く見つかっている。 
粟10斗：米10斗：麦10斗＝米 6 斗：米10斗：米6 2―3 斗 




















































105：84＝5：4の比率で米粟合わせた 7 斗が配分 されていることが分かる。
　ここで、持ち主がそれぞれ米 x 斗、粟（7－x ）斗を持参したとする。粟を米に換算する
と容積は 3―5 となるので、粟（7－x ）斗は米（7－x ）×
3―5 斗となる。米・粟の比率は 5：4
であるので、 
x ：（7－x ）× 3―5 ＝5：4 
より、x ×4＝（7－x ）× 3―5 ×5 が得られ、これを解くとx = 3 。ゆえに、米の持ち主が 3 斗、






粟 4 斗＝米 4 × 3―5 斗＝米
12―5 斗＝米2
2―5 斗 
なので、粟 4 斗は米2 2―5 斗になる。ゆえに米 3 斗と粟 4 斗の価値の比率は 3 ：2
2―5 である。
この比率に分数があるので






訳：粟米并。米と粟が 1：2 で、合計で10斗ある。これを（米に）精白すると、合計は7 1―3
斗になる。術にいう、米 1 、粟 2 をそれぞれ 5 倍し合わせたもの（15）を法とする。
米 1 を 5 倍し、粟 2 を 3 倍する。（合わせた11に）10斗を掛けたものを実とする17）。 
 
「粟米幷」題では、米粟を 5 倍すれば、米換算した時に米は 5 倍され、粟は 3 倍されるこ
とが用いられている。すなわち、米・粟のみの換算問題においては、「五米、三粟」はよ
く用いられた計算法であったと考えられる。算題［三］においても同様に、米 3 斗は 5 倍、
粟 4 斗は 3 倍されることで直ちに比率3×5：4×3=15：12が求められた。5：4には簡
約化されず、米換算としては15 : 12が用いられたのである。 
















































粟 3 升 糲米 3 升 糲飯 3 升







30×75 50×75 50×30 
















米 3 斗 粟 4 斗 


















　上表④で、同量の米と粟の価値の比率 5：3 が得られている。 
　算題［三］では、米 3 斗と粟 4 斗という異なる量の穀物を合わせて配分するので、その
合わせた 7 斗を単に 5：3 の比率で配分することはできない。そのため「斗数込み」の比
率を求め、この比率による配分を行う必要がある。そこで前表⑤で、まず米の率 5 に米 3
















粟 3 升＝ 3 × 3―5 升＝
9―5 升＝糲米1





1―5 となり、分母に 5 があるので、全体に 5
を掛ける。ただし比率の簡約化は行わないでおく。 
粟 3 升：糲米 3 升：糲飯 3 升＝糲米1 4―5 升：糲米 3 升：糲米1
1―5 升 
＝1 4―5 × 5 ： 3 × 5 ：1
1―5 ×5＝9：15：6 (＝3：5：2)
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